
令和６年度　評価基準

教科 学年
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11

算数 第５学年

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

みんなで算数をはじめよ
う！／２つに分けよう

①②算数の学習の進め方を理解し、問題解
決に生かすことができる。

・問題解決の進め方を理解
している。

・形も面積も同じ（合同）
になるように2等分するし
かたについて、筋道を立て
て考えたり表現したりして
いる。

・問いをもち、主体的に考
えたり友だちの考えから学
び合おうとしたりするとと
もに、解決の過程や結果を
振り返り、よりよい方法を
考えたり新たな問いを見い
だそうとしたりしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

１　整数と小数

○整数及び小数の表し方を理解し、そのし
くみについてまとめたり、数と式の表現や
計算などに有効に生かしたりする力を身に
つける。また、その過程を振り返り、十進
数としての表現のよさに気づき生活や学習
に活用しようとする態度を養う。

・整数や小数の十進数とし
てのしくみを理解し、ある
数の10倍、100倍、1000
倍、1/10、1/100などの大
きさの数を、小数点の位置
を移して作ることができ
る。

・整数と小数の表し方のし
くみに着目し、数の相対的
な大きさを考察し、十進位
取り記数法としてまとめ、
数と式の表現や計算などに
有効に生かしている。

・整数や小数について、数
学のよさに気づき学習した
ことを生活や学習に活用し
ようとしている。

２　体積

○立体図形の体積について理解し、直方体
や立方体の体積の求め方を考える力を身に
つける。また、その過程を振り返り、体積
の単位と計算による求め方のよさに気づき
生活や学習に活用しようとする態度を養
う。

・体積の単位「㎤、㎥」と
測定の意味、単位の関係に
ついて理解し、直方体及び
立方体の体積を公式を用い
て求めることができる。

・体積の単位や図形を構成
する要素に着目し、図形の
体積の求め方を考えている
とともに、体積の単位とこ
れまでに学習した単位との
関係を考察している。

・直方体や立方体の体積に
ついて、数学的に表現・処
理したことを振り返り、多
面的に捉え検討してよりよ
いものを求めて粘り強く考
えたり、数学のよさに気づ
き学習したことを生活や学
習に活用しようとしたりし
ている。
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３　２つの量の変わり方

○簡単な場合の比例の関係について理解
し、伴って変わる2つの数量の関係について
表や式を用いて考察する力を身につける。
また、その過程において、数量の変化や対
応の関係について多面的に捉え検討して粘
り強く考える態度を養う。

・簡単な場合について比例
の関係があることを知ると
ともに、数量の関係を表す
式についての理解を深めて
いる。

・伴って変わる2つの数量
を見いだして、それらの関
係に着目して表を用いて変
化や対応の特徴を考察した
り、対応や変わり方に着目
して簡単な式で表されてい
る関係について考察したり
している。

・伴って変わる2つの数量
について、数学的に表現・
処理したことを振り返り、
多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く
考えたり、数学のよさに気
づき学習したことを生活や
学習に活用しようとしたり
している。

■　2000㎤を作ろう

①体積の公式について理解を深め、体積に
ついての感覚を豊かにする。

・体積についての感覚をも
ち、2000㎤の立体の大きさ
について、およその見当を
つけることができる。

・2000を3つの数の積と捉
え、縦、横、高さの3辺の
長さの組み合わせを考えて
いる。

４　小数のかけ算

○乗数が小数である場合の乗法の意味につ
いて理解し、計算することができるととも
に、図や式などを用いて計算のしかたを考
える力を身につける。また、その過程にお
いて、計算のしかたを多面的に捉え検討し
てよりよい方法を粘り強く考える態度を養
う。

・乗数が小数である場合の
乗法の意味について理解
し、小数の乗法の計算がで
きる。また、小数の乗法に
ついても整数の場合と同じ
関係や法則が成り立つこと
を理解している。

・乗法の意味に着目し、乗
数が小数である場合まで数
の範囲を広げて乗法の意味
を捉え直しているととも
に、それらの計算のしかた
を考えたり、それらを日常
生活に生かしたりしてい
る。

・小数の乗法について、数
学的に表現・処理したこと
を振り返り、多面的に捉え
検討してよりよいものを求
めて粘り強く考えたり、数
学のよさに気づき学習した
ことを生活や学習に活用し
ようとしたりしている。
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５　合同と三角形、
四角形

○図形の合同について理解し、図形間の関
係を合同の観点で考察したり、合同な図形
の構成のしかたを考えたりする力を身につ
けるとともに、三角形や四角形などの内角
の和の性質を見いだし、その性質を筋道を
立てて考え説明する力を身につける。ま
た、その過程において、多面的に捉え検討
してよりよい方法を粘り強く考える態度
や、学習したことを生活や学習に活用しよ
うとする態度を養う。

・図形の形や大きさが決ま
る要素や、図形の合同につ
いて理解し、合同な図形を
作図することができる。ま
た、三角形の3つの角の大

きさの和が180°になること
や、四角形や多角形の内角
の和は三角形に分ければ求
められることを理解してい
る。

・図形を構成する要素及び
図形間の関係に着目し、構
成のしかたを考察したり、
図形の性質を見いだし、そ
の性質を筋道を立てて考え
説明したりしている。

・図形の合同、及び多角形
の内角の和の性質につい
て、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、多面的
に捉え検討してよりよいも
のを求めて粘り強く考えた
り、数学のよさに気づき学
習したことを生活や学習に
活用しようとしたりしてい
る。

６　小数のわり算

○除数が小数である場合の除法の意味につ
いて理解し、計算することができるととも
に、図や式などを用いて計算のしかたを考
える力を身につける。また、その過程にお
いて、計算のしかたを多面的に捉え検討し
て、よりよい方法を粘り強く考える態度を
養う。

・除数が小数である場合の
除法の意味や、あまりの大
きさについて理解し、小数
の除法の計算ができる。ま
た、小数の除法についても
整数の場合と同じ関係や法
則が成り立つことを理解し
ている。

・除法の意味に着目し、除
数が小数である場合まで数
の範囲を広げて除法の意味
を捉え直しているととも
に、それらの計算のしかた
を考えたり、それらを日常
生活に生かしたりしてい
る。

・小数の除法について、数
学的に表現・処理したこと
を振り返り、多面的に捉え
検討してよりよいものを求
めて粘り強く考えたり、数
学のよさに気づき学習した
ことを生活や学習に活用し
ようとしたりしている。

■　ご石の数え方

①具体的な事柄を式に表したり、式に表さ
れている関係をよみ取ったりして、式につ
いての理解を深める。

・図や式から思考の筋道を
考察し、図をよみ取って式
に、式をよみ取って図に表
現している。
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７　整数の見方

○偶数と奇数、倍数、約数など整数の性質
について理解し、観点を決めて整数を類別
するしかたを考えたり、数の構成について
考察したりする力を身につける。また、そ
の過程を振り返り、整数の性質に着目する
ことのよさに気づき生活や学習に活用しよ
うとする態度を養う。

・整数は観点を決めると偶
数と奇数に類別されること
や、約数、倍数について理
解し、それらを求めること
ができる。

・乗法及び除法に着目し、
観点を決めて整数を類別す
るしかたを考えたり、数の
構成について考察したりし
ているとともに、日常生活
に生かしている。

・整数の性質や整数の構成
を調べることについて、数
学的に表現・処理したこと
を振り返り、多面的に捉え
検討してよりよいものを求
めて粘り強く考えたり、数
学のよさに気づき学習した
ことを生活や学習に活用し
ようとしたりしている。

８　分数の大きさと
たし算、ひき算

○分数の意味と表し方について理解を深
め、分数の相等や大小関係について考える
力を身につけるとともに、異分母の分数の
加法及び減法の計算のしかたについて、図
や式などを用いて考える力を身につける。
また、その過程を振り返り、分数の表現の
よさに気づき生活や学習に活用しようとす
る態度を養う。

・分数の分母、分子に同じ
数を乗除してできる分数
は、もとの分数と同じ大き
さを表すことや、分数の相
等及び大小について理解
し、大小を比べることがで
きる。また、異分母の分数
の加法及び減法の計算がで
きる。

・数を構成する単位に着目
し、数の相等及び大小関係
について考察している。ま
た、分数の意味や表現に着
目し、異分母の分数の加法
及び減法の計算のしかたを
考えている。

・分数の意味と表し方、異
分母の分数の加法及び減法
について、数学的に表現・
処理したことを振り返り、
多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く
考えたり、数学のよさに気
づき学習したことを生活や
学習に活用しようとしたり
している。

９　平均

○平均の意味について理解し、測定した結
果を平均する方法を考える力を身につけ
る。また、その過程を振り返り、平均を用
いるよさに気づき生活や学習に活用しよう
とする態度を養う。

・いくつかの数量を同じ大
きさの数量にならすことで
妥当な数値が得られる場合
は、測定値を平均するとよ
いことを理解し、平均を求
めることができる。

・概括的に捉えることに着
目し、測定した結果を平均
する方法について考察し、
それを学習や日常生活に生
かしている。

・平均について、数学的に
表現・処理したことを振り
返り、多面的に捉え検討し
てよりよいものを求めて粘
り強く考えたり、数学のよ
さに気づき学習したことを
生活や学習に活用しようと
したりしている。
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■　奇数と偶数に分けて

①煩雑な計算を必要とする場面で、式や図
に表してきまりを見つけて解決することを
とおして、論理的な思考力を伸ばす。

・偶数と奇数の性質に着目
し、きまりを見つけて効率
よく問題を解決するしかた
を考え、式や図などを用い
て表現したりよみ取ったり
している。

１０　単位量あたりの
大きさ

○異種の2つの量の割合として捉えられる数
量について、速さなど単位量あたりの大き
さの意味や表し方を理解するとともに、目
的に応じて大きさを比べたり表現したりす
る方法を図や式などを用いて考える力を身
につける。また、その過程において、多面
的に捉え検討してよりよい方法を粘り強く
考える態度や、学習したことを生活や学習
に活用しようとする態度を養う。

・速さなど単位量あたりの
大きさの意味及び表し方に
ついて理解し、それを求め
ることができる。

・異種の2つの量の割合と
して捉えられる数量の関係
に着目し、目的に応じて大
きさを比べたり表現したり
する方法を考察し、それら
を日常生活に生かしてい
る。

・異種の2つの量の割合と
して捉えられる数量につい
て、数学的に表現・処理し
たことを振り返り、多面的
に捉え検討してよりよいも
のを求めて粘り強く考えた
り、数学のよさに気づき学
習したことを生活や学習に
活用しようとしたりしてい
る。

１１　わり算と分数

○整数の除法の結果を分数で表すことを理
解し、整数や小数を分数の形に直したり、
分数を小数で表したりすることができると
ともに、分数と整数、小数の関係を考えた
り、分数の表現に着目して分数の意味をま
とめたりする力を身につける。また、その
過程を振り返り、分数の表現のよさに気づ
き生活や学習に活用しようとする態度を養
う。

・整数の除法の結果は、分
数を用いると常に1つの数
として表すことができるこ
とを理解し、整数や小数を
分数の形に直したり、分数
を小数で表したりすること
ができる

・分数と整数、小数の関係
を考えたり、分数の表現に
着目して分数の意味をまと
めたりしている。

・分数について、数学的に
表現・処理したことを振り
返り、多面的に捉え検討し
てよりよいものを求めて粘
り強く考えたり、数学のよ
さに気づき学習したことを
生活や学習に活用しようと
したりしている。



令和６年度　評価基準

1

12

7

■　九九の表を調べよう

①九九表のきまりについて平均の学習など
を活用して説明する活動をとおして、論理
的な思考力を伸ばす。

・九九表を調べてきまりを
見つけ、そのきまりがほか
の場合でも成り立つかを考
えている。

１２　割合

○ある2つの数量の関係と別の1つの数量の
関係とを比べる場合に割合を用いる場合が
あることや、百分率を用いた表し方を理解
するとともに、その意味や求め方を図や式
などを用いて考える力を身につける。ま
た、その過程において、多面的に捉え検討
してよりよい方法を粘り強く考える態度
や、学習したことを生活や学習に活用しよ
うとする態度を養う。

・ある2つの数量の関係と
別の2つの数量の関係とを
比べる場合に割合を用いる
場合があることや、百分率
を用いた表し方を理解し、
割合などを求めることがで
きる。

・日常の事象における数量
の関係に着目し、図や式な
どを用いて、ある2つの数
量の関係と別の2つの数量
の関係との比べ方を考察
し、それを日常生活に生か
している。

・割合について、数学的に
表現・処理したことを振り
返り、多面的に捉え検討し
てよりよいものを求めて粘
り強く考えたり、数学のよ
さに気づき学習したことを
生活や学習に活用しようと
したりしている。

１３　割合とグラフ

○帯グラフと円グラフ及び統計的な問題解
決の方法について理解し、目的に応じて
データを収集し、データの特徴や傾向に着
目してグラフに的確に表現し、それらを用
いて問題を解決したり、解決の過程や結果
を多面的に捉え考察したりする力を身につ
ける。また、その過程を振り返り、グラフ
の表現のよさに気づき生活や学習に活用し
ようとする態度を養う。

・円グラフや帯グラフの特
徴について理解し、表した
りよみ取ったりすることが
できる。また、データの収
集や適切な手法の選択など
統計的な問題解決の方法を
知っている。

・目的に応じてデータを集
めて分類整理し、データの
特徴や傾向に着目し、問題
を解決するために適切なグ
ラフを選択して判断し、そ
の結論について多面的に捉
え考察している。＜

・データの収集とその分析
について、数学的に表現・
処理したことを振り返り、
多面的に捉え検討してより
よいものを求めて粘り強く
考えたり、数学のよさに気
づき学習したことを生活や
学習に活用しようとしたり
している。
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■　四角形の関係を
調べよう

①基本的な四角形の性質の相互関係を調
べ、平面図形についての理解を深める。*
14　四角形や三角形の面積

・基本的な四角形につい
て、共通する性質を理解し
ている。

・四角形の共通する性質に
着目して、既習の図形を捉
え直している。

14　四角形や三角形の
面積

○四角形や三角形の面積の計算による求め
方を理解するとともに、その方法を図や式
などを用いて考えたり、公式を導いたりす
る力を身につける。また、その過程におい
て、面積の求め方を多面的に捉え検討して
よりよい方法を粘り強く考える態度を養
う。

・平行四辺形、三角形、台
形、ひし形の面積の計算に
よる求め方について理解
し、それらの面積を公式を
用いて求めることができ
る。

・図形を構成する要素など
に着目して、基本図形の面
積の求め方を見いだしてい
るとともに、その表現を振
り返り、簡潔かつ的確な表
現に高め、公式として導い
ている。

・四角形や三角形の面積に
ついて、数学的に表現・処
理したことを振り返り、多
面的に捉え検討してよりよ
いものを求めて粘り強く考
えたり、数学のよさに気づ
き学習したことを生活や学
習に活用しようとしたりし
ている。

１５　正多角形と円

○正多角形について理解し、図形の性質を
見いだしたり構成のしかたを考えたりする
力を身につけるとともに、円周率について
理解し、円周の長さや直径の長さの求め方
を考える力を身につける。また、その過程
を振り返り、それらの図形の性質を生活や
学習に活用しようとする態度を養う。

し、円周の長さや直径の長
さを求めることができる。

・図形を構成する要素及び
図形間の関係に着目し、構
成のしかたを考察したり、
図形の性質を見いだし、そ
の性質を筋道を立てて考え
説明したりしている。

・正多角形と円について、
数学的に表現・処理したこ
とを振り返り、多面的に捉
え検討してよりよいものを
求めて粘り強く考えたり、
数学のよさに気づき学習し
たことを生活や学習に活用
しようとしたりしている。
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１６　角柱と円柱

○角柱や円柱について理解し、図形の性質
を見いだしたり、その性質をもとに既習の
図形を捉え直したりする力を身につける。
また、その過程を振り返り、それらの図形
の性質を生活や学習に活用しようとする態
度を養う。

・角柱や円柱について理解
し、見取図や展開図を作図
したり、展開図をもとに構
成したりすることができ
る。

・図形を構成する要素に着
目し、図形の性質を見いだ
しているとともに、その性
質をもとに既習の図形を捉
え直している。

・角柱や円柱について、数
学的に表現・処理したこと
を振り返り、多面的に捉え
検討してよりよいものを求
めて粘り強く考えたり、数
学のよさに気づき学習した
ことを生活や学習に活用し
ようとしたりしている。

■　三角形に変身

①三角形の底辺と高さの関係をもとに、面
積を変えずに四角形を三角形に変形できる
理由を理解する。

・三角形の底辺と高さの関
係をもとに、面積を変えず
に四角形を三角形に変形で
きる理由を考えている。

●　算数を使って
考えよう

①②知識・技能等を活用し、課題解決のた
めの構想を立て、筋道を立てて考えたり、
数学的に表現したりすることができる

・グラフを用いて表された
データを分析したり、よみ
取った結論について多面的
に考察したりするなど、算
数の学習を活用して考え表
現している。

・数学的に表現・処理した
ことを振り返り、多面的に
捉え検討してよりよいもの
を求めて粘り強く考えた
り、数学のよさに気づき学
習したことを生活や学習に
活用しようとしたりしてい
る。



令和６年度　評価基準

2◎　５年のまとめ

①②第5学年の学習内容の問題を解決するこ
とができる。

・第5学年の学習内容につ
いて、知識及び技能を身に
つけている。

・第5学年の学習内容につ
いて自らの学習状況を振り
返り、それらが確実に身に
つくように粘り強く取り組
もうとしている。


